
　
校
長
あ
い
さ
つ

　
４
月
に
校
長
と
し
て
着
任
し

ま
し
た
大
塚
哲
蔵
と
申
し
ま

す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
昨
年
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
続
い
た
ま
ま
、
本

年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
。
入
学

式
を
は
じ
め
、
様
々
な
式
典
や

学
校
行
事
が
制
限
を
受
け
な
が

ら
の
実
施
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
と
人
が
ふ
れ
あ
い
、
意
思
の

疎
通
を
図
る
こ
と
は
生
活
し
て

い
く
上
で
と
て
も
重
要
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
が
成
長
し
て

い
く
過
程
で
も
大
変
重
要
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
先
日
、
６
月
11
日
に
ク
ラ

ス
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
、
生
徒
が

元
気
よ
く
、
一
生
懸
命
に
競
技

に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
や
ク
ラ

ス
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
応
援
し

て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
学
年
の
中
で
の
対

戦
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
久
々

の
学
校
行
事
に
と
て
も
感
動
い

た
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
克
服
す
る
ま

で
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
が
、
対
策
を
講

じ
な
が
ら
可
能
な
限
り
教
育
活

動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
会
長
あ
い
さ
つ

　
新
入
生
保
護
者
の
皆
様
、
お

子
様
の
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
感
染
症
対
応
に
振

り
回
さ
れ
た
中
で
の
受
験
準
備

等
、
大
変
な
ご
心
労
あ
っ
た
事

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
玉
造
工

業
高
校
と
い
う
特
色
あ
る
学
校

生
活
の
中
で
、
多
く
の
こ
と
を

学
び
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
昨

年
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
よ

り
「
未
来
の
産
業
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
願
い
ま
す
」
と
の
特
別
奨
励

状
を
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
度
就

職
に
お
い
て
は
、
正
社
員
新
規

求
人
数
・
有
効
求
人
倍
率
も
低

水
準
の
中
、
就
職
希
望
者
79
名

中
、
１
社
目
内
定
者
57
名
で
し

た
。
ま
た
、進
学
に
お
い
て
も
、

学
校
推
薦
型
選
抜
・
総
合
型
選

抜
に
お
い
て
多
数
の
合
格
者
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。
就
職
、
進

学
と
も
大
い
な
る
目
標
を
持
っ

て
、
高
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
組
織
の

あ
り
方
や
編
成
の
再
構
築
を
模

索
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
り
良
い
組
織
・
活
動
し
や
す

い
組
織
と
な
る
よ
う
、
皆
様
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
１
年
間
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

PTA会長
荻　祐一

学校長
大塚哲蔵
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学
年
職
員
紹
介　
（
教
科
／
部
活
動
）

●
一
学
年

学
年
主
任　
深
作
憲
一
（
情
報
技
術
／
工
業
研
究
）

　
　
副
主
任　
笹
目
美
保
（
英
語
／
卓
球
）

Ａ
組
担
任　
大
場
祐
汰
（
理
科
／
卓
球
）

　
　
副
担
任　
笹
目
淳
一
（
英
語
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　
　
　
〃　
　
中
野
恵
太
（
保
健
体
育
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

Ｂ
組
担
任　
大
里
美
穂
（
地
歴
公
民
／
弓
道
）

　
　
副
担
任　
藤
枝
良
子
（
家
庭
／
吹
奏
楽
同
好
会
）

　
　
　
〃　
　
瀧　

冬
馬
（
数
学
／
弓
道
）

Ｃ
組
担
任　
川
島
正
敏
（
保
健
体
育
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　
　
副
担
任　
宮
﨑
聖
大
（
情
報
技
術
／
サ
ッ
カ
ー
）

　
　
　
〃　
　
須
藤
一
司
（
情
報
技
術
／
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

Ｄ
組
担
任　
井
澤
悠
介
（
電
気
／
野
球
）

　
　
副
担
任　
諸
岡
心
一
（
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
自
動
車
）

　
　
　
〃　
　
宮
本
康
裕
（
電
気
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

●
二
学
年

学
年
主
任　
郡
司
誠
一
（
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　
　
副
主
任　
齋
藤
吉
広
（
機
械
／
柔
道
同
好
会
）

機
械
科
Ａ
組
担
任　
津
田
美
月
（
国
語
／
陸
上
競
技
同
好
会
）

　
　
副
担
任　
髙
田
真
治
（
機
械
／
剣
道
）

機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
科

Ｂ
組
担
任　
祖
父
江
と
も
み
（
地
歴
公
民
／
サ
ッ
カ
ー
）

　
　
副
担
任　
磯
野
雄
一
（
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
）

電
気
科
Ｃ
組
担
任　
竹
内　

威
（
電
気
／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　
　
副
担
任　
駒
場
智
子
（
電
気
／
工
業
研
究
）

情
報
技
術
科

Ｄ
組
担
任　
川
村
雄
磨
（
情
報
技
術
／
野
球
）

　
　
副
担
任　
市
村　

忠
（
英
語
／
美
術
）

二
学
年
副
担
任　
西
谷
尚
衛
（
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
工
業
研
究
）

　
　
　
〃　
　
大
金
優
二
（
理
科
／
写
真
）

●
三
学
年

学
年
主
任　
田
村　

剛
（
電
気
／
工
業
研
究
）

学
年
副
主
任　
勢
司
昌
範
（
数
学
／
美
術
）

機
械
科
Ａ
組
担
任　
柴
崎
昇
一
（
機
械
／
弓
道
）

　
　
副
担
任　
森
島　

実
（
機
械
／
サ
ッ
カ
ー
）

機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
科

Ｂ
組
担
任　
木
吉
柾
貴
（
保
健
体
育
／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　
　
副
担
任　
菊
池
文
宏
（
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
剣
道
）

電
気
科
Ｃ
組
担
任　
中
村
翔
平
（
国
語
／
卓
球
）

　
　
副
担
任　
雨
谷
好
晴
（
電
気
／
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

情
報
技
術
科

Ｄ
組
担
任　
西
口
敬
文
（
理
科
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　
　
副
担
任　
高
繁
宏
幸
（
情
報
技
術
／
自
動
車
）

三
学
年
副
担
任　
奥
村　

博
（
電
気
／
工
業
研
究
）

　
　
　
〃　
　
石
口　

満
（
機
械
／
工
業
研
究
）

【
転
出
者
】

　
人
見　

茂　
校
長
先
生
（
波
崎
柳
川
高
校
へ
）

　
永
井
昭
夫　
教
頭
先
生
（
勝
田
工
業
高
校
へ
）

　
石
川
信
生　
事
務
長
（
鉾
田
第
一
高
校
へ
）

　
鯉
淵
潤
一　
先
生
（
水
戸
農
業
高
校
へ
）

　
牧
田
幸
博　
先
生
（
水
戸
工
業
高
校
へ
）

　
髙
野
粋
史　
先
生
（
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
）

　
大
堀　

学　
先
生
（
鉾
田
第
二
高
校
へ
）

　
田
口
正
信　
先
生
（
取
手
第
二
高
校
へ
）

　
堀
米
久
美
子
先
生
（
鹿
島
高
校
へ
）

　
戸
塚
秀
子　
事
務
（
中
央
高
校
へ
）

【
退
職
者
】

　
福
迫
大
智　
先
生　
　
大
川
正
一　
先
生

＊
転
退
職
者
の
先
生
方
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
の
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大塚哲蔵
①校長
②釣り、スキー、ヨット
③やる気を持てば必ずで
きる。

工藤博幸
①教頭
②きのこ栽培
③みなさんには良いところがたくさんあります。そ
れを一つでも多く見つけて自分を好きになり、自分を
大切にし、自信と誇りを持って生活してください。

栁川富裕
①事務長
② vegetable growing
③日々の努力を大切に

川島正敏
①保健体育
②ウエイトリフティング
③玉工の一員として、私
も成長していきます。

宮本康裕
①工業（電気）
②ドライブ・パソコン製
作・車修理
③みんなと一緒に勉強できた
らと思います。知識は力なり。

市村　忠
①英語
②来年夏、三度目の挑戦をするマッ
ターホルンの朝焼けは本当に美しい。
③努力は報われないかもしれない。け
れど、始めてみなければ何も変わらない。

諸岡心一
①工業（機械エネルギー）
②旅行、孫子守り
③夢は叶う。

笹目淳一
①英語
②自転車・バックカントリ
ースキー・登山・食パン作り
③生涯楽しめる遊びを見つけまし
ょう。難しい遊びほど長く続きます。

瀧　冬馬
①数学
②ブレイクダンス
③高校生活はあっという間
に過ぎていくので、一日一日
を大切に頑張ってください。

須藤一司
①工業（情報技術）
②運動・サウナ・釣り
③未来の自分の為に毎日
勉強しよう。

清水伸一
①事務室
②映画鑑賞（でも最近は
劇場に行けません）
③大変な時期ですが、あと
二、三年がんばりましょう。

新 任 者 紹 介　　①教科／役職　②趣味・特技　③玉工生へ一言
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総合順位
１年生　優勝 Ａ組　　２位 Ｄ組　　３位 Ｂ組　　４位 Ｃ組
２年生　優勝 Ｃ組　　２位 Ｂ組　　３位 Ａ組　　４位 Ｄ組
３年生　優勝 Ｄ組　　２位 Ｂ組　　３位 Ｃ組　　４位 Ａ組

サッカー優勝
１年生　Ａ組
２年生　Ｃ組
３年生　Ｃ組

バレー優勝
１年生　Ａ組
２年生　Ｃ組
３年生　Ｂ組

キックベース優勝
１年生　Ｄ組
２年生　Ｂ組
３年生　Ｄ組

クラスマッチ

バレーボール
キックベースサッカー
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部員加入状況
2021年4月現在

４月期　　　　　　　　　　　　　　〈加入率47％〉
３年 ２年 １年 計

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男計 女計 総計

運　
　
　

動　
　
　

部

野 球 1 0 1 7 0 7 8 1 9 16 1 17
バスケットボール 5 0 5 5 0 5 5 0 5 15 0 15
バ レ ー 3 0 3 4 1 5 4 0 4 11 1 12
卓 球 7 0 7 3 0 3 2 0 2 12 0 12
ソ フ ト テ ニ ス 2 0 2 4 0 4 2 1 3 8 1 9
ハ ン ド ボ ー ル 2 0 2 5 1 6 7 0 7 14 1 15
サ ッ カ ー 12 0 12 18 0 18 11 1 12 41 1 42
弓 道 5 0 5 2 1 3 1 0 1 8 1 9
剣 道 2 0 2 2 0 2 0 0 0 4 0 4
柔 道 同 好 会 1 0 1 0 0 0 2 0 2 3 0 3
バドミントン同好会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
陸 上 競 技 同 好 会 1 0 1 2 0 2 0 0 0 3 0 3
運 動 部 計 41 0 41 52 3 55 42 3 45 135 6 141

文　

化　

部

工 業 研 究 4 1 5 4 0 4 2 0 2 10 1 11
美 術 3 1 4 0 0 0 0 0 0 3 1 4
写 真 0 0 0 4 0 4 0 0 0 4 0 4
自 動 車 3 0 3 4 0 4 0 0 0 7 0 7
吹 奏 楽 同 好 会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
文 化 部 計 10 2 12 12 0 12 2 0 2 24 2 26

総　　　　計 51 2 53 64 3 67 44 3 47 159 8 167

　
　
●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　

一
回
戦
＝
玉
造
工
２
―
０
潮
来

　
　

二
回
戦
＝
玉
造
工
０
―
２
鹿
島

　
　

三
位
決
＝
玉
造
工
２
―
０
鉾
田
一

　
　
県
大
会
一
回
戦
＝
玉
造
工
0
―
2
鹿
島

　
　
●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　

二
回
戦
＝
玉
造
工
67
―
89
鹿　
島

　
　
剣　
道　
部

　
　

一
回
戦
＝
玉
造
工
０
―
３
鹿
島
学
園

●
サ
ッ
カ
ー
部

代
表
決
定
戦
＝
玉
造
工
２
―
０
波
崎

県
大
会
一
回
戦
＝
玉
造
工
４
―
２
岩
瀬
日
大

二
回
戦
＝
玉
造
工
０
―
５
水
戸
啓
明

●
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

リ
ー
グ
戦
＝
玉
造
工
５
―
49
麻
生
／
玉
造

工
14
―
38
鉾
田
二
／
玉
造
工
11
―
33
鉾
田

一
／
玉
造
工
29
―
34
波
崎

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

団
体
リ
ー
グ
戦
＝
玉
造
工
０
―
３
鉾
田
一

玉
造
工
１
―
２
潮
来

個
人
戦
二
回
戦
＝
菅
沢
・
所
１
―
４
潮
来

塙
・
堀
１
―
４
神
栖
／
荻
・
江
橋
２
―
４

鹿
島
／
山
口
・
田
中
４
―
０
麻
生

三
回
戦
＝
山
口
・
田
中
４
―
３
鉾
田
一

四
回
戦
＝
山
口
・
田
中
１
―
４
鹿
島
学
園

●
卓　
球　
部

学
校
対
抗
戦
＝
玉
造
工
０
―
３
波
崎

ダ
ブ
ル
ス
＝
石
山
・
東
山
０
―
３
鉾
田
二

／
吉
岡
・
鈴
木
０
―
３
清
真
／
宮
内
・
河

野
０
―
３
波
崎
／
橘
川
・
吉
﨑
１
―
３
清

真
／
久
保
・
磯
畑
２
―
３
神
栖

シ
ン
グ
ル
ス
＝
吉
﨑
２
―
３
麻
生
／
東
山

１
―
３
潮
来
／
宮
内
１
―
３
鹿
島
／
大
谷

２
―
３
清
真
／
磯
畑
０
―
３
清
真
／
吉
岡

１
―
３
波
崎
／
石
山
０
―
３
神
栖
／
渡
辺

０
―
３
鹿
島
／
久
保
３
―
２
鉾
田
二
／
久

保
３
―
０
神
栖
／
久
保
０
―
３
波
崎
／
橘

川
３
―
１
清
真
／
橘
川
３
―
０
波
崎

敗
者
復
活
戦
＝
橘
川
３
―
１
波
崎
／
橘
川

３
―
０
鹿
島
／
橘
川
３
―
１
清
真
（
県
大

会
出
場
）

県
大
会
一
回
戦
＝
橘
川
３
―
２
茗
渓
学
園

二
回
戦
＝
橘
川
２
―
３
水
戸
桜
ノ
牧

●
弓　
道　
部

男
子
団
体
県
大
会
＝
全
体
二
位
の
的
中
数

で
あ
っ
た
が
同
的
中
の
高
校
が
複
数
校
あ

っ
た
た
め
、
射
結
競
射
に
て
予
選
敗
退

男
子
団
体
＝
杉
田
海
（
３
Ｃ
） 

決
勝
出
場

●
野　
球　
部

春
季
関
東
地
区
茨
城
県
大
会
水
戸
地
区
予
選
一
回
戦

玉
造
工
・
茨
城
東
連
合
０
―
６
水
戸
商

夏
季
県
東
地
区
大
会
一
回
戦

玉
造
工
１
―
８
鹿
島

　
開
催
予
定

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
茨
城
県
予
選

７
月
10
日
㊏
Ｊ
：
ｃ
ｏ
ｍ
土
浦

一
回
戦
＝
玉
造
工　
対　
土
浦
三

●
工
業
研
究
部

茨
城
県
電
気
工
事
コ
ン
テ
ス
ト

８
月
７
日
㊏　
出
場
者
＝
平
間
翔
空（
２
Ｃ
）

上
野　
蓮
（
２
Ｃ
）

第
16
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

（
全
国
大
会
）
８
月
４
日
㊌
・
５
日
㊍

出
場
者
＝
内
山　
駿
（
２
Ｃ
）

　　　令和３年度 全国総体茨城県予選会結果
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企業名（就業場所） ５年 20年
オートリブ（かすみがうら） 15 36
日鉄テックスエンジ（鹿嶋） 14 30
日本製鉄（鹿嶋） 13 30
東京製綱（かすみがうら） 13 24
吉田精工（行方） 12 22
関電工（水戸など） 10 23
昭和産業（神栖） 10 17
エア・ウォーター・ゾル（小美玉） 9 28
クレハ樹脂加工事業所（小美玉） 9 17
栗田アルミ工業（土浦） 9 14
サン・トックス（潮来） 8 46
千代田グラビア（潮来） 8 40
コバヤシ（小美玉） 8 15
ヨコハマモールド（小美玉） 8 15
日鉄物流鹿島（鹿嶋） 7 17
関東共栄（石岡） 7 16
日本クロージャ―（石岡） 7 15
丸玉木材（小美玉） 7 10
筑波乳業（石岡・小美玉） 6 14
トアック（行方） 6 9

　
保
護
者
の
皆
様
に
は
御
存
知
の
と
お
り

で
す
が
、
本
校
は
毎
年
７
割
以
上
の
生
徒

が
就
職
を
希
望
す
る
学
校
で
す
。

　
で
は
、
本
校
の
近
年
に
お
け
る
就
職
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
は
下
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
求
人
数
の
増
加
は
２
～
３
年
前
が
上

限
で
し
た
。
併
せ
て
一
次
合
格
率
も
２
～

３
年
前
が
最
も
高
水
準
で
す
。
徐
々
に
減

速
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
は
製
造
業
が
主
体

で
あ
る
た
め
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
実
際
に
は
忙
し
く
な
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。心
配
な
の
は
、

求
人
数
は
多
い
の
で
す
が
、
生
徒
数
の
減

少
に
伴
い
受
験
者
数
も
年
々
減
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
求
人
を
も
ら
っ
て
い
て
も
見

学
や
受
験
が
で
き
な
い
企
業
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
長
年
求
人
を
い
た
だ
い
て

い
る
企
業
も
数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
先

輩
方
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
企
業
か
ら

今
後
も
継
続
し
て
求
人
を
い
た
だ
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
本
校
に
は
ど
の
よ
う
な
企
業
が

求
人
を
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
右
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
表
は
、
本
校
に
求
人
を
く
だ
さ
っ

て
い
る
企
業
の
中
で
も
受
験
希
望
が
多
く

か
つ
実
際
の
採
用
数
が
多
い
企
業
の
一
覧

で
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
も
ご
存
じ
あ
る

と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
毎
年
の
よ
う
に
採

用
を
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
で
す
が
、
今

後
は
受
験
者
の
減
少
に
よ
り
見
学
希
望
や

受
験
希
望
者
も
減
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
徐
々
に
求
人
数
自
体
も
減
少

し
て
い
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
実

績
の
あ
る
企
業
は
当
然
で
す
が
安
心
感
も

あ
り
ま
す
の
で
、
企
業
や
仕
事
を
調
べ
た

り
選
ん
で
い
く
際
に
は
、
多
く
の
実
績
が

あ
る
企
業
を
良
く
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
進
路
選
択
を
相
談
さ
れ
る
う
え

で
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

本校卒業生の採用者数　（過去5年及び20年の実績）

過去６年の求人数と一次受験合格率
800
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0

384

131 106

451

105 76

518

125 100

603

113 103

666

98 81

587 72.5％

82.7％

72.4％

80.9％
91.2％

80.0％

80 58

H27 H28 H29 H30 R01 R02

100％

50％

0％

求人数
一次受験者
一次合格者
一次合格率

進路指導室
より
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生
徒
指
導
部　
　
　
藤
田　

巧

　
本
校
の
教
育
活
動
は
家
庭
に
お
け
る
教

育
力
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
保
護
者

の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
が
あ
っ
て
の

も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
教
育

界
で
は
昨
今
「
規
範
意
識
の
低
下
」
が
問

題
提
起
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
多
岐
に
渡
っ
て
お

り
、
原
付
バ
イ
ク
・
自
転
車
の
乗
り
方
・

ス
マ
ホ
の
使
用
方
法
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
）・
学

校
生
活
へ
の
臨
み
方
・
薬
物
乱
用
等
数
え

れ
ば
切
り
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
社
会
へ
出

る
最
終
段
階
と
し
て
様
々
な
事
柄
に
判

断
・
対
応
出
来
る
よ
う
教
育
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
三
年
度 

Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員

（
所
属
地
区
）

会　
長　
荻　
　

祐
一
（
玉　
造
）

副
会
長　
平
間　

浩
子
（
玉　
造
）

副
会
長　
豊
島
あ
ゆ
み
（
鉾　
田
）

副
会
長　
遠
藤　

麻
衣
（
小
美
玉
）

副
会
長　
矢
口　

恭
子
（
鹿
行
東
部
）

副
会
長　
田
﨑　
　

愛
（
行
方
南
部
）

会　
計　
山
口　

静
香
（
玉　
造
）

書　
記　
渡
辺
美
奈
子
（
鉾　
田
）

監　
査　
草
野　

和
明
（
行
方
南
部
）

監　
査　
小
沼　

博
美
（
鉾　
田
）

生
徒
指
導
委
員
長　
久
保
美
穂
（
鹿
行
東
部
）

広
報
委
員
長　
川
口
沙
織
（
小
美
玉
）

玉
造
地
区
委
員
長　
平
間
栄
次
（
玉　
造
）

鉾
田
地
区
委
員
長　
山
口　

裕
（
鉾　
田
）

小
美
玉
地
区
委
員
長　
星
野
紗
都
子
（
小
美
玉
）

鹿
行
東
部
地
区
委
員
長　
小
泉
真
智
子
（
鹿
行
東
部
）

行
方
南
部
地
区
委
員
長　
茂
木
勇
佑
（
行
方
南
部
）

資
　
　
格
　
　
名

級　

位
合
格
者
数

機
械
製
図
検
定

2

基
礎
製
図
検
定

情
報
技
術
検
定

２　

級

３　

級

94

計
算
技
術
検
定

２　

級

３　

級

98

技
能
検
定　

普
通
旋
盤

３　

級

10

技
能
検
定　

電
子
機
器
組
立

３　

級

6

技
能
検
定　

機
械
検
査

３　

級

3

小
型
車
両
系
建
設
機
械
特
別
教
育

3t
未
満

ボ
イ
ラ
ー
技
士

２　

級

5

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

35

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

23

危
険
物
取
扱
者

乙
第
４
類

20

乙
第
１
類

乙
第
２
類

乙
第
３
類

2

乙
第
５
類

乙
第
６
類

丙　

類

2

資
　
　
格
　
　
名

級　

位
合
格
者
数

消
防
設
備
士

甲
種
４
類

乙　

種

電
気
工
事
士

第
一
種

8

第
二
種

26

電
気
主
任
技
術
者

第
三
種

工
事
担
任
者

DD
三
種

3

AI
三
種

日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検
定

２　

級

1

準
２
級

1

３　

級

4

４　

級

1

Ｐ
検

３　

級

19

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

第
４
種

日
本
漢
字
能
力
検
定

準
２
級

1

３　

級

実
用
数
学
技
能
検
定

準
２
級

３　

級

実
用
英
語
技
能
検
定

準
２
級

1

３　

級

1

取得できる資格一覧（合格者は令和2年度実績）
ICT*①教育推進事業

　文部科学省から発表された「GIGAス
クール構想*②」の実現に向けて、本校で
もICT教育を推進するために電子黒板の
導入とWiFi環境の整備が行われました。
これにより、リモートでの集会、インタ
ーネットを使用し動画や写真の視聴が容
易に行えるようになりました。また、タ
ブレットを利用した授業も準備が進めら
れております。
＊①Information and Communication 
　　Technology（情報通信技術）の略
＊②令和３年に文部科学省が発表した政策で
　　「多様な子供たちを誰一人取り残すこと
　　なく、子供たち一人一人に公正に個別最
　　適化され、資質・能力を一層確実に育成
　　できる教育ICT環境を実現すること。」

ＷiFiルーター

●マナーアップ運動

●PTA役員会


